
 

添付２号様式 

 

学        則 

 

 1 研修の目的 

在宅サービスの中核となる訪問介護員の養成を図り、高齢化社会への対応の一助とする。 

 2 研修の名称 

千歳福祉サービス公社ホームヘルパー養成研修 2 級課程 

 3 研修の要旨 

 4 受講手続 

(1) 募集時期 

8 月市広報他にて募集を行い、8 月下旬に指定会場において受け付けをし、定員を越え

た場合は抽選とする。但し、応募が 10 名に満たない場合は中止することもある。 

(2) 受講料納入方法 

開講日までに現金にて納入。 

(3) 受講料返還方法 

開始以前において受講辞退した場合、および研修開始後公社の都合により研修を中止す

る場合のみ全額返還する。 

 5 カリキュラム 

別紙 1 のとおり 

 6 研修の免除 

別紙 2 の内容で、申込書の申請欄に記入。 

 7 主要テキスト 

   (株)日本医療企画 2 級ホームヘルパー養成研修テキスト３巻セット 

 8 修了認定      

 (1) 出欠の確認方法 

    面接指導・演習については、各科目の開始前に講師による出欠確認を行う。 

    実習については、実習施設担当者による出欠確認を行う。 

 (2) 成績の評定方法 

    通信の講義科目については添削課題の評定を別紙（添付 8 号様式）により行う。 

    面接指導の講義・演習（実技スクーリング）、実習については、各教科毎の「講座記録」

または「実習記録」を提出する。 

 (3) 修了の認定方法 

    下記のすべてに該当した者を修了認定者とする。 

    ア）面接指導、演習科目のすべてに出席していること 

    イ）実習科目のすべてに出席していること 

    ウ）通信により行う科目について、課題の合格基準（添付 8 号様式）以上の成績で 

      あること 

 (4) 修了証明書 

 修了が認定されたものには、修了証明書を交付する。 

 9  補講の取扱い 

研修の一部を欠席した者で、やむを得ない事情があると認められる者については、指定

の研修機関にて行う欠席した教科と同一の科目に出席することで補講とする。 

研 修 

課 程 
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研 修 

形 態 

修 業 

年 限 

研 修 

期 間 

定員 

(人) 

受講料 

(円) 
受講対象者 

 

2 級 

 

千歳市 

 

通信 

 

８ヵ月 

 

３ヵ月 

 

20 人 

 

 40,000 円 

 

千歳市民 



10  退学規定 

 (1) 受講者が退学しようとするときは、所定の退学届を提出すること。 

 (2) 受講者が当会の定める諸規定を守らず、又は受講者の本分にもとる次の行為のあったと

きには、退学を命ずることがある。 

    ア）正当な理由がなくして出席が常でない者 

    イ）研修の秩序を乱している者 

11 講師  

    添付３号様式のとおり 

12 実習施設  

財団法人千歳福祉サービス公社 

 「新富ヘルパーステーション」、「祝梅ヘルパーステーション」、 

 「新富デイサービスセンター」、「祝梅デイサービスセンター」 

  社会福祉法人千歳福祉会 

      「特別養護老人ホーム暢寿園」 

13  その他 

 



別紙１ 

 

カ リ キ ュ ラ ム 

２ 級 課 程 
 

科  目   名 時間数 
うち通学 

時間数 

うち通信 

時間数 

講義 

(58 時間) 

福祉の理念とケアサービスの意義 3 時間  3 時間 

サービス提供の基本視点 3 時間  3 時間 

老人福祉の制度とサービス 3 時間  3 時間 

障害者(児)福祉の制度とサービス 3 時間  3 時間 

ホームヘルプサービス概論 3 時間  3 時間 

ホームヘルパーの職業倫理 2 時間 2 時間  

障害・疾病の理解 8 時間  8 時間 

高齢者の心理と家族の理解 3 時間  3 時間 

障害者(児)等の心理と家族の理解 3 時間  3 時間 

介護概論 3 時間  3 時間 

介護事例検討 4 時間 4 時間  

住宅・福祉用具に関する知識 4 時間  4 時間 

家事援助の方法 4 時間  4 時間 

相談援助とケア計画の方法 4 時間  4 時間 

医学の基礎知識Ⅰ 3 時間  3 時間 

在宅看護の基礎知識Ⅰ 3 時間  3 時間 

リハビリテーション医療の基礎知識 2 時間  2 時間 

演習 

(42 時間) 

共感的理解と基本的態度の形成 4 時間 4 時間  

基本介護技術 30 時間 30 時間  

ケア計画の作成と記録、報告の技術 5 時間 5 時間  

レクリエーション体験学習 3 時間 3 時間  

実習 

(30 時間) 

介護実習 16 時間 16 時間  

ホームヘルプサービス同行訪問 8 時間 8 時間  

在宅サービス提供現場見学 6 時間 6 時間  

合 計 時 間 数 130 時間 78 時間 52 時間 

 

 



別紙２ 

免  除  科  目 

 

 下記対象者が 2 級課程を受講する場合で、本人の申請により免除する。 

 

１．対象者  

  ①介護従事者（経験者） 

 現在下記業務に従事している方又は受講前３年以内に従事していた方のうち、6カ月以上の

実務経験を有する方。 

（イ）特別養護老人ホームなどの入所施設で、週 1日(3時間)以上の継続した介護業務に 

   従事の方 

（ロ）訪問介護事業所で訪問介護員として週 1回以上継続して従事の方 

（ハ）デイサービスセンターなどの在宅サービス施設等で、週 1日(3 時間)以上の継続した 

   介護業務等に従事の方  

②ホームヘルパー講座 3級課程修了者 

 

２．免除科目 

 ①介護従事者（経験者）  

   実習の一部免除 

   （イ）入所施設で介護業務に従事の方  

     ・施設実習（16 時間） 

   （ロ） 訪問介護事業所で訪問介護員として従事の方 

     ・ホームヘルプサービス同行訪問（8時間） 

   （ハ）在宅サービス施設等で介護業務等に従事の方 

     ・在宅サービス提供現場見学（6時間）  

 ②ホームヘルパー講座 3級課程修了者 

   面接指導（実技スクーリング）の一部免除   

     ・共感的理解と基本的態度の形成（4時間） 

     ・レクリエーション体験学習（3時間） 

   実習の一部免除 

     ・在宅サービス提供現場見学（6時間） 

 



添付８号様式 

 

添削指導及び面接指導の指導方法書 

 

                                研修課程  ２級課程  

 

１ 添削指導 

 (１) 添削指導の進め方 

ア）添削問題は講師の監修を受けた課題を用い、一括して開講日に配布する。 

イ）各教科を４課題に分け、提出期限として第１回と第２回の課題は９月中旬、第３回と第

４回の課題は９月下旬を目途に期間を設定する。 

ウ）学習開始後、わからないところが発生した場合は受講時に直接質問するか、または質問用紙にて

受付け、別途回答する。 

エ）提出された課題は１週間程度で添削し、添削終了後返却する。下記に示す合格基準に達

しない場合は、間違えたところを再度学習（再提出）する。模範解答は、修了証の発行時

に配布する。 

オ）各課題の正答率により、Ａ(９割以上)、Ｂ(８割以上９割未満)、Ｃ(７割以上８割未満)、

Ｄ(６割以上７割未満)、Ｅ(６割未満)の５段階で評価し、Ｄ以上を合格とする 

 

 (２) 課題（レポート） （別紙として添付） 

 

２ 面接指導 

   面接指導の講義・演習 

科目（教科）名 内         容 研修時間 

訪問介護に関する講義 教科中の「ホームヘルパーの職業倫理」を

中心とした講義 

２時間 

介護技術に関する講義 教科中の「介護事例検討」を中心とした講

義 

４時間 

福祉サービスを提供する
際の基本的な態度に関す
る演習 

教科中の「共感的理解と基本的態度の形成

」を中心とした演習 

４時間 

介護技術に関する演習 教科中の「基本介護技術」を中心とした演

習 

３０時間 

訪問介護計画の作成に関

する演習 

教科中の「ケア計画の作成と記録、報告の

技術」を中心とした演習 

５時間 

レクリエーションに関す

る演習 

教科中の「レクリエーション体験学習」を

中心とした演習 

３時間 

 



添付３号様式 

                                                               

講 師 一 覧 

研修課程 ２級 （通信課程）  

事業所の所在地  千歳市  

 

講師
調書
番号 

氏  名 担当教科 科目 資 格 名 
専兼

別 
備  考 

18 林富子 

福祉の理念とケアサービスの意義 通信 

社会福祉士 兼 
添削責任者 
及び添削者 

老人福祉の制度とサービス 通信 

障害者(児)福祉の制度とサービス 通信 

62 横山美恵子 家事援助の方法 通信 介護福祉士 兼 
添削責任者 

及び添削者 

63 吉田裕美 相談援助とケア計画の方法 通信 社会福祉士 兼 
添削責任者 

及び添削者 

67 高寺美和子 サービス提供の基本視点 通信 介護福祉士 兼 
添削責任者 

及び添削者 

70 佐渡弘毅 

ホームヘルパーの職業倫理 面接 

訪問介護員２級 兼 

面接指導講師 

演習科目講師 

添削責任者 

共感的理解と基本的態度の形成 演習 

高齢者の心理と家族の理解 通信 

障害者(児)の心理と家族の理解 通信 

71 中西令子 基本介護技術 演習 介護福祉士 兼 演習科目講師 

72 山寺史子 

基本介護技術 演習 

介護福祉士 兼 
演習科目講師 

添削責任者 
ホームヘルプサービス概論 通信 

介護概論 通信 

73 片野幸江 
レクリエーション体験学習 演習 

社会福祉士 兼 
演習科目講師 

面接指導講師 介護事例検討 面接 

74 加藤由利子 
ケア計画の作成と記録、報告の技

術 
演習 介護福祉士 兼 演習科目講師 

75 藤谷淑子 

障害・疾病の理解 通信 

看護師 兼 添削責任者 医学の基礎知識Ⅰ 通信 

在宅看護の基礎知識Ⅰ 通信 

76 鈴木英樹 
住宅・福祉用具に関する知識 通信 

理学療法士 兼 添削責任者 
リハビリテーション医療の基礎知識 通信 

科目について 
 面接：面接指導科目  
 演習：演習科目 
 通信：講義を通信で行う科目 


